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全国の正月飾りますZおらが自慢のしめ飾り

圃休日救急医
1月15日中条病院（中条）費57－3018
　16日山口医院（下条）a55－2003
　22日大坪医院（四日町）a57－6100

　29日池田医院（本町西）a52－2581
2月5日大熊内科医院（山本1）a52－7066

　11日富田医院（神明町）a52－3269



航
〃

’

う

　
十
二
月
十
三
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
、
十
日
間
の
会
期
で
第
八
回
川
西

町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
士
二
日
は
、
川
西
町
ス
キ
ー
場
建

設
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
の
ほ
か
一
件
の
条
例
改

正
を
可
決
。
続
い
て
、
川
西
町
過
疎

地
域
活
性
化
計
画
（
後
期
）
の
策
定
、

川
西
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
（
本

体
）
工
事
請
負
変
更
契
約
及
び
同
改

築
（
電
気
）
工
事
請
負
変
更
契
約
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

小
林
　
力
さ
ん
（
神
社
町
・
六
十
一

歳
）
、
滋
野
豊
子
さ
ん
（
仁
田
・
五

十
五
歳
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
二
十
日
は
、
川
西
町
議
会
議
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か
一

件
の
条
例
改
正
を
可
決
。
続
い
て
、

平
成
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ

か
五
つ
の
特
別
会
計
と
一
つ
の
事
業

会
計
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶

国
際
条
約
締
結
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

（単位：千円）

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
各
会
計
は

左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会　　　　　計　　　　　名 予　　算　　額
　（補正前） 補　正　額 補　正　後　の

予　　算　　額

一　般　会　計　補　正　予　算（第4号） 5，896，190 208，458 6，104，648

国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 526，980 1，606 528，586

国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号） 198，977 9，712 208，689

簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 20，000 350 20，350

農村集落排水事業特別会計補正予算（第3号） 1，145，734 38，090 1，183，824

下水道事業特別会計補正予算（第3号） 685，800 1，464 687，264

水道事業会計補正予算（第2号） 318，473 15，732 334，205

鑓獲緯駒艇籔購麟鞭藩総蕎翻発諦園
懲蹴灘鹸灘鵜講醗羅縫欝i旛魏轍懸1灘馨儲躍縫叢蒙饗

　昨年の10月に、町内にお住まいの16歳以上の方のなかから、1，000人を無作為に選びアン

ケートにお答えいただきました。集計がまとまりましたので、一部を紹介します。

問．あなたは川西町に愛着を感じています
　　か。（1つだけ）

　　　　　まったく感じない
　　　　　　　27人　　　強く感じている
　　　　　　　3．6％　　　　　　　　、　　　／74人

問．川西町のらしさ（個性）をあげるとし

　　たら何ですか。（2つまで）

9．8％

日本一のコシヒカリ米

、と生産組織464人

廻購難
　　　4隔轟
　　　54．1％

　
ヤ
り
郁
人
眺

　
　
　

ま
じ
4
乞

　
　
　

あ
感
　
3

33．8％

その他

194人

15．7％
特になし

　148人『
I　I．0％　　　＼
　　　　　　　1372人

I　l．9％素朴で人情のぺ

豊かな町163人
29．3％

問
二
』
れ
か
ら
の
川
西
町
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

　
　
と
き
何
が
問
題
だ
と
考

　
　
え
ま
す
か
。
（
2
つ
ま
で
）

董賭薫轍と　まちづくりのためのその他187人就業の場がない
　　　　　　　　　　　　　人材不足44人　3．0％　　　　　　　　　　242人

　　　　　　　　　　　町の誇りになるような　　12・6％16．3％
　　　　　　　　　　　ものがない58人　4．0％

　　　　　大き簿濃驚無ll舞148・人14・9％若舗出

　　　　　　　　6．8％
嫁・むこの不足　　　　　　　　14●2％

　　1・1人　8・2％9．8％　人・の減少
　　　　高齢化の進行　　　　　　　　　　　2旧人

　　　　　122人　　観光資源がない

　　　　　　　　　　　　145人
7．1．10②



問．川西町は将来どんな町に発展して

　　ほしいと思いますか。（2つまで）

問．川酉町が美しい町であるためには

　　何が必要だと思いますか。（2つ）

自然環境

中心の町339人

　　　　　　　教育中心の町59人

　　　　　　　　　　　　　その他20人1．4％
　　商業中心の町65人
　　　　　　　　　　　　　　か
　文化中心の町79人　　　マb
　　　　　　　　　　　薗襟

工一町83人黎24・3％
住宅地中心の町　　7．7％　　1397人

　　　m8人

　　　　　　　g．g％　　　　22．8％

既毅の町　13・4％　農業蓼びその関連
　　　　　　　　　　　　　　　　　産業が中心の町

　　　　　　　福祉中心の町　　　　　　　319人
　　　　　　　　　187人

土地利用区分を明確にして　景観条例の制定
建物の混合を避ける　　　　　38人2．7％

　　　　　　　42人3・0％　　　その他68人
田畑や集落の
景観を整える50人3．6％　　　　阜　　　　自然環境の保全
　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　293人
　町の色彩を整える　　　　　ぷ
　　　　61人　　　4　　　　　21．0％
　　　花いつぱし、聡

　　　運動156人　　7．9％
　　　　　　　　　　　　　　1397人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．8％　　町民意識の高揚
　集落単位の美しい　　I　l．2％　　　　　　　　　　　　234人

ll．7％II3．0％

集落単位の美しい

地域づくり活動1
　　　巴6人

公園の整備
　181人

中心街の町並み
の整備164人

その他78人

問
・
今
後
、
十
日
町
・
中
魚
沼

　
　
地
域
は
当
間
リ
ゾ
ー
ト
開

　
　
発
や
北
越
北
線
の
開
業
に

　
　
よ
り
交
流
人
ロ
が
増
加
す

　
　
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

　
　
か
ら
の
十
日
町
・
中
魚
沼

　
　
地
域
の
「
広
域
的
な
行
政
」

　
　
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
　
　
（
2
つ
ま
で
）
人

医療福祉施設
の整備217人

市町村間
交通網の整備

／　　　158人

　
　
回

　
究
備

な
研
整

的
策
の

合
対
設

総
雪
施

　し尿、ゴミなどの
　処理施設整備51人2．5％

人づくり事業55人3．8％
’／u　＼6％

　5　　　　15・0％
　。釜

6・3％　　　10．9％
　　　　回50人
ら髄　　　　9．7％
　雪’。

へ●寧雪9．6％
　　　偽o　訳

文化ホールなど

文化施設の整備94人

高齢化社会対策　　、●　ざ雪　g．6％　　　施設の整備14

事業106人　　飼訳　　スポ＿ツ、
　　企業誘致I　l6人　　　　＿　　　　レ之リェーション
　　　　　　　　　大学など局等教育　施設の整備139人
　　　　　　　　　機関の設置122人

税
に
関
す
る
作
文
紹
介

　
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
川
西
中
学
校
三
年
　
山
口
淳
史

　
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
時
、
　
「
な
ぜ
よ

け
い
に
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。
」
と
思
っ
た
。
そ
の
当
時
の
僕

は
、
税
金
や
消
費
税
な
ど
の
こ
と
は
全
く

知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
買
い
物
を
す

る
た
び
に
損
を
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
「
取
ら

れ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
消
費
税
は
大
人
も
幼
い
子
供
も

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
が
い
ろ
い

ろ
な
公
共
施
設
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
僕
に
と
っ
て
身
近
な
の
は
、

学
校
が
税
金
で
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
、
税
金
が
な
か
っ
た
ら
、

学
校
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

学
校
に
も
行
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、

僕
が
学
校
に
行
け
る
の
は
、
日
本
国
民
の

税
金
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

僕
た
ち
が
学
校
で
使
っ
て
い
る
机
や
い
す

・
教
科
書
な
ど
も
す
べ
て
税
金
や
消
費
税

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

あ
っ
て
当
然
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
税
金

は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
消
防
車
、

救
急
車
、
道
路
や
橋
な
ど
こ
れ
ら
の
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
も
っ
と
よ
い
社

会
を
作
っ
て
行
く
た
め
に
も
税
金
は
必
要

で
す
。
お
年
寄
り
の
人
た
ち
の
た
め
の
施

設
や
医
療
費
な
ど
に
か
か
る
額
は
増
え
続

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
自
分
の

家
族
が
病
気
な
ど
に
か
か
っ
た
ら
、
家
だ

け
で
お
金
が
払
え
な
い
ほ
ど
高
い
額
に
な

っ
た
ら
、
税
が
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
僕
も
消
費
税
を
損
し
て
い
る
と
い

う
ふ
う
に
思
わ
ず
き
ち
ん
と
払
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
僕
た
ち
が
も
し
、
税
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
、
困
る
の
は
僕
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
税
金
は
本
当
に
大
切

な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
保
護
の
た
め
に
も
っ
と
も

つ
と
た
く
さ
ん
の
お
金
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
税
と
い
う
の
は
、
人
々
が
協
力
し
て
生

き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
も
大
人
に

な
っ
た
ら
、
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
に
税
金
を
納
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
切
な
税
金
が
お
互
い
を
助
け

合
う
も
の
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い
形
で
使

わ
れ
て
い
く
事
が
出
来
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。

③7．1．10
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天下のすべてのことは誠実に帰する
ものである（元田永孚の詩より）

※意味

　
　
　
　
い
ど
し

今
年
は
亥
年
－
十
二
支
の
最
後
の

り
え
　
と

干
支
で
す
。

　
町
に
は
、
亥
年
生
ま
れ
の
方
が
六

百
六
十
九
人
（
平
成
六
年
十
一
月
一

日
現
在
）
お
い
で
で
、
人
口
の
七
．

七
暫
に
あ
た
り
ま
す
。
十
一
月
一
日

現
在
の
人
口
が
八
千
七
百
二
十
七
人

で
し
た
の
で
、
単
純
に
十
二
分
の
一

に
す
る
と
、
一
つ
の
干
支
が
七
百
二

十
七
・
二
五
人
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
比
べ
る
と
少
し
少
な
い
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
亥
年
生
ま
れ
の
方
を
生
年
別
に
表

に
し
て
み
ま
し
た
。
　
（
左
ぺ
ー
ジ
）

　
十
二
の
方
角
を
示
す
十
二
支
そ
れ

ぞ
れ
に
動
物
を
当
て
た
の
は
中
国
で

す
か
ら
、
中
国
で
も
当
然
同
じ
亥
年

で
す
。
し
か
し
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
、
中
国
で
は
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に

か
か
れ
て
い
る
絵
は
、
イ
ノ
シ
シ
で

は
な
く
ブ
タ
の
絵
を
見
か
け
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
ブ
タ
の
祖
先
で
す
か
ら
、

同
じ
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
と
つ

　
イ
ノ
シ
シ
と
い
え
ば
、
猪
突
猛
進

と
い
う
言
葉
を
連
想
し
ま
す
。
で
も
、

い
ま
は
ゆ
と
り
の
時
代
で
す
。
暮
ら

し
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
猪
突
猛
進

を
し
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
休
む
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

と

・川磯・岡野町

　場内に遊園地

村大豪雨となる。

野校を統合する。

出し、通過中の

校を小学校と改

橋起工。

4月橘中学校
小日本一健康優

一
養
施 設「松葉荘」

就任。

　
十
二
月
二
十
六
・
二
十
七
日
に
、

役
場
に
お
い
で
の
方
の
中
か
ら
、
七

人
の
方
に
突
然
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お

願
い
し
、
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ξ
質
問
事
項

①
お
名
前
と
生
ま
れ
年
　
㎜

　
②
お
住
ま
い
の
町
内
名

③
今
年
、
あ
な
た
（
家
族
を
含
む
）

　
　
が
や
り
た
い
こ
と
や
、
な
っ
た

　
　
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

④
お
住
ま
い
の
地
域
や
町
で
や
っ

　
　
て
み
た
い
こ
と
や
、
や
っ
た
ら

　
　
い
い
な
と
思
う
こ
と

　
（
敬
称
を
略
し
て
掲
載
し
ま
す
）

①
小
林
勝
美
（
昭
和
六
年
生
）

②
朝
日
町
（
中
仙
田
か
ら
引
越
し
て

約
一
週
間
）

③
働
く
場
所
を
探
し
た
い
。

　
早
く
孫
の
顔
が
見
た
い
。

④
中
仙
田
で
は
、
ど
ん
ど
焼
き
や
十

　
五
夜
ま
つ
り
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の

　
ま
つ
り
が
多
か
っ
た
。
朝
日
町
で

　
も
こ
ん
な
ま
つ
り
が
多
く
あ
る
と

　
い
い
で
す
ね
。

①
木
村
洋
子
（
昭
和
二
十
八
年
生
）

②
仁
田

③
家
族
旅
行
に
行
け
る
と
い
い
な
。

　
子
供
を
東
京
ド
ー
ム
な
ど
に
連
れ

　
て
行
っ
て
あ
げ
た
い
。

④
子
供
た
ち
が
参
加
で
き
る
行
事
が

　
も
っ
と
多
く
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
通
学
路
に
街
灯
の
な
い
場
所
が
あ

　
る
の
で
付
け
て
も
ら
い
た
い
で
す

　
ね
。

①
春
日
　
勇
（
昭
和
二
十
五
年
生
）

②
発
電
所
通
東

③
「
型
友
禅
」
の
仕
事
を
独
立
し
て

始
め
た
の
で
、
こ
の
仕
事
に
が
ん

ば
り
た
い
。

④
世
代
間
交
流
を
活
発
に
進
め
て
い

　
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
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生まれ年 男 女 計 主　な　で　　き　ご

明治 人 人 人 県道岡野町線の上野・田戸・中仙田

32 一 1 1 間開通。赤痢が大発生。
〃

13 42 55
5月　千手観音堂境内に馬場を新設

44 を完成。　8．3信濃川大洪水、仙田

大正
54 65 119 9月関東大震災起る。千手校と中

12

昭和 信濃川大増水、十日町橋の一部が流
59 57 l　l6

10 バスが濁流にのまれる。

〃

73 70 143
4月　六・三制教育の実施、国民学

22 称、新制中学校が発足する。

〃

36 40 76
＆21橘診療所完成。　　10．30栄

34 8．23仙田小高倉分校完成。

〃 4月　県営ほ場整備事業に着手。
41 25 66 を川西中学校に統合。　10月千手

46 良当校に。

一〃 5月　根津町長急逝。　6月地域休
53 40 93

58 完成。　7月三代目町長に南雲春雄

合　計 329 340 669 川西町史及び合併記念誌より抜粋。

①
押
木
孝
也
（
昭
和
二
十
年
生
）

②
元
町

③
北
海
道
に
ス
キ
ー
に
行
き
た
い
。

④
中
子
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
ス
ノ
L

　
ボ
ー
ド
大
会
な
ど
、
冬
期
間
を
楽

　
し
く
過
ご
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
け

　
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
藷
、

》
ー
プ
蚤
弩
年
元
ヱ

川
而
町
議
嵐
議
長

欝

薦一ミ’

　㌧触箏

　　　F猟、
灘

融

①
丸
山
譲
（
昭
和
十
年
生
）

②
下
原

③
還
暦
を
迎
え
、
友
人
と
伊
勢
参
を

　
計
画
し
て
い
る
。

　
一
年
を
通
し
、
稲
作
り
を
楽
し
み

　
た
い
。

④
新
し
く
な
っ
た
集
落
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
が

　
図
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

①
高
橋
身
奈
（
昭
和
四
十
六
年
生
）

②
坪
山

③
友
達
と
海
外
旅
行
（
グ
ア
ム
・
シ

　
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
）
に
行
き
た
い
。

　
今
冬
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
挑
戦
し

　
た
い
。

④
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
け
た
ら
い

　
い
で
す
ね
。

　
町
道
東
山
新
町
新
田
線
（
通
称
、

　
幹
線
）
沿
い
に
、
店
な
ど
で
き
た

　
ら
便
利
に
な
り
ま
す
ね
。

①
米
山
孝
行
（
昭
和
二
十
二
年
生
）

②
室
島

③
家
族
そ
ろ
っ
て
の
一
生
の
思
い
出

　
づ
く
り
に
、
富
士
登
山
を
し
た
い
。

④
村
中
に
桜
の
木
を
植
え
て
、
室
島

　
で
な
く
「
桜
村
」
な
ど
と
呼
ば
れ

　
る
よ
う
な
、
他
に
な
い
、
子
供
達
が
　
1
0

　
自
慢
の
で
き
る
よ
う
な
村
づ
く
り
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7⑤



交通量調蚕結果をお知難せ馳腺重．

調査実施機関名 川西町

調査日、時間 平成6年11月17日㈲午前7時～午後7時（12時間観測）

調査路線名 ①町道東山新町新田線及び町道東善寺籠堤線

②町道山野田下平線及び町道中島町栄町線

調　査　地　点 ①及び②地点

自　　動　　車　　類 自
動
車
合
計

乗用車類 貨　物　車　類観測地点
　（方向）

歩
行
者

自
転
車

二
輪
車

乗用車
（含軽）

ノ母ス
軽・小

貨物車

普　通

貨物車

特
殊
車

①一A
孫左衛門橋→上野

稲葉→上野
1 10 61 812 15 711 279 57 1874

①一B
孫左衛門橋
方面より

8 2 26 384 4 370 86 12 856

孫左衛門橋
方面へ

10 3 46 392 2 380 87 2 863

①一C
上野→稲葉
孫左衛門橋→稲葉

1 5 58 655 10 609 192 45 1511

観測地点
　（方向）

歩
行
者

自
転
車

二
輪
車

自　　動　　車　　類 自
動
車
合
計

乗用車類 貨　物　車　類

乗用車
（含軽）

ノ母ス
軽・小

貨物車

普　通

貨物車

特
殊
車

②一D
　孫左衛門橋→㊤ 46 40 187 897 6 869 138 28 1938

㊤→孫左衛門橋 17 29 131 821 8 893 149 33 1904

②一E
　孫左衛門橋→㊤ 102 65 139 1014 7 790 142 41 1994

㊤→孫左衛門橋
72 57 174 971 6 792 141 32 1942

②一F
　朝日町→発電所通

119 35 39 152 0 156 11 7 326

発電所通→朝日町 120 47 52 160 0 155 10 6 331

②一G
　朝日町→発電所通 87 8 17 69 0 79 13 0 161

発電所通→朝日町 57 12 16 58 0 75 4 0 137

～　ミ
斜　’

　　　　　　交差点では交通標識に従い　一
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中
村
謹
治
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

中

村
謹
治
さ
ん
（
坪
山
）
は
、
昭

和
五
十
九
年
八
月
十
五
日
か
ら
今
日

ま
で
の
十
年
五
か
月
の
間
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
国
民
の
人
権
擁
護

と
そ
の
思
想
普
及
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
法
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
十
二
月
一
日
に
新
潟

地
方
法
務
局
長
岡
支
局
の
山
田
　
徹

支
局
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

J
R
と
克
雪
用
水
関
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
童
目
を
交
換

　
十
二
月
九
日
、
役
場
で
信
濃
川
水

力
発
電
再
開
発
に
関
連
す
る
克
雪
用

水
減
水
へ
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

覚
書
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
こ
の
日
は
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
殊

上
信
越
工
妻
務
所
か
ら
担
当
者
が

出
向
き
、
克
雪
用
水
の
減
水
に
関
し
、

総
額
一
億
五
千
万
円
を
支
払
う
旨
の

覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飲
料
水
の
渇
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
J
R
か
ら
の
総
額
約
一
五

億
円
の
費
用
負
担
を
受
け
て
、
関
連

工
事
を
行
い
、
す
で
に
完
了
し
て
い

ま
す
。

調
印
を
終
え
、
握
手
す
る
池
田

上
信
越
工
事
事
務
所
長
と
町
長

冠
婚
葬
祭
マ
ナ
ー
講
座
開
講

　
　
　
　
　
　
「
清
紫
会
」
新
・
作

法
学
院
の
近
藤
珠
實
学
院
長
を
講
師

に
迎
え
、
弔
事
と
結
婚
式
の
際
に
、

困
ら
な
い
、
迷
わ
な
い
、
恥
を
か
か

な
い
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
約
百
人
が

学
び
ま
し
た
。

　
講
演
の
な
か
で
、
冠
婚
葬
祭
を
分

析
す
る
と
、
冠
は
人
が
成
人
す
る
ま

で
の
儀
礼
で
あ
り
、
婚
は
結
婚
、
葬

は
葬
式
、
祭
は
正
月
や
節
分
な
ど
の

年
中
行
事
と
な
る
と
説
明
し
、
「
相

　
十
二
月
七
日
、
商
工
会
館
で
商
工

会
婦
人
部
に
よ
る
冠
婚
葬
祭
マ
ナ
ー

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、

手
の
こ
と
を
認
め
て
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
が
礼
儀
で
あ
り
マ
ナ
ー
で

あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

弔
事
や
結
婚
式
の
服
装
や
祝
儀
袋

な
ど
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た

祝
儀
・
不
祝
儀
袋
の
知
識

○
金
額
に
あ
っ
た
袋
を
用
い
る
。

○
地
方
に
よ
っ
て
豪
華
さ
や
用
途

　
が
違
う
場
合
が
あ
る
。

○
人
に
は
で
き
る
だ
け
き
れ
い
な

　
お
札
を
あ
げ
る
も
の
。

○
お
金
を
入
れ
忘
れ
な
い
。

裏
の
重
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
袋
（
表
）

　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
弔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
袋
（
裏
）

　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
慶

住
所
－

氏
名
．
．

サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ
で

ホ
ワ
イ
ト
・
ム
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ

会
場
に
、
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
町
の
青
年
団

体
連
合
組
織
Y
A
R
O
U
K
A
I
が

主
催
し
た
も
の
で
、
が
ち
ょ
う
ク
ラ

ブ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
大
花
火
大
会
と
盛
り
だ

く
さ
ん
。
十
日
町
の
夜
景
を
見
な
が

ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
に
先
立
ち
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
ヵ
イ
な
ど
に

扮
し
た
メ
ン
、
バ
ー
が
、
な
か
ま
の
家

　
十
二
月
十
七
日
、
昨
年
十
月
オ
ー

プ
ン
し
た
サ
ン
パ
レ
ス
・
ナ
カ
ゴ
を

　
　
　
　
ホ
ワ
イ
ト
・
ム
ー
ド
・
．
N

を
訪
問
し
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
し
た
。

突然の訪問にみんな大喜び

思
い
思
い
の
扮
装
を
し
た
参
加

者
は
、
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ

楽
し
く
過
し
ま
し
た
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家族はもちろん　1
団閤・職場・瀕達璽’協陽陰で参加
　　　灘　嚇

葦　響盤．嚢講
　　　　　　　轟’『響醸釜．ll．．．

　　、一・一　　・◎　　　　　　　　＿　　　　
｝

3月4日㊤
　　　5日◎

轟瞬鋸翻6鵠¢一蓉・
、前叢祭、難護嚢撫翻

★お楽しみ大抽選会

★おなじみ屋台村

★ダンス甲子園

★さいの神

★燃やせハート
ほか

5矯　鐵翻8蕪籔⑧翻』1．

角聯毒鎌串一緩懸設糞緩繕齢

★雪上モトクロス・

　　　　　　バギーレー1ス

★名物レース、仮装人間バン馬

★雪上ソフトボール大会ほか

緬選饗翻織馨購瑚翻
　　　蓬攣溺一灘擶霞閾継聯懇

会場案内図
雪上慰鑑0

唇福寺●盤翁卜

至
至
柏

千 坪 崎

至
手
浄 角万寺スキー場

山

山 水 特設会場 国

谷 槽 前夜祭特設会場
道
2
52
口町道東山新町新田線 写

至
十
昂丸
山
工
務
所 9

墜
　
蕎
店
孫左衛門橋
千手発電所

千　県渤硲畑
手
葎
局

津南線

総合体育館

消
防
川
西
分
遣
所

至
小
千
谷
至
下
条

妻有大橋

至十日町

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
元
気
な

声
が
飛
び
交
い
ま
す

一
度
出
た
ら
、
ま
た
出
た
く
な

る
名
物
「
人
間
バ
ン
馬
」
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活用ください奨学金貸与制度

　　　　平成7年度の願書締め切りは 3月27日

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集します。

【貸与を受けることができる方は】

①町に本籍があって、町に1年以上居住している方。

②経済的な理由で修学が困難な場合であって、学業成績が優秀と認められる方。

【奨学金の月額は】

①高等学校　10，000円　　②高等専門学校　　20，000円

③専修学校　20，000円　　④大学（短大含む）30，000円

【貸与期間は】

　奨学金を貸与する期間は、貸与決定の月から奨学生が在学する学校の最短修学年限の終期までです。

【奨学金の返済は】

①奨学金には、利息がつきません。

②据置期間1年ののち、5年以内に年賦又は、半年賦の方法で返済します。

③奨学生がさらに上級の学校に進学したときや、卒業後川西町に引き続いて3年以上在住している場
　合は、奨学金の返済を猶予（免除）する制度があります。

【出願期限は】

　奨学金の貸与を希望される方は、3月27日（月）までに教育委員会へ申し込みをしてください。

（申し込みに必要な用紙は、教育委員会に備えてあります）

※注意

◎申し込みに必要な関係書類をそろえるために、ある程度の期間がかかりますので、手続きはお早め
　に。

◎申し込みにあたっては、具体的な状況をお聞きいたしますので、保護者の方がおいでください。

問い合わせは　教育委員会　盈68－2167　有線2159

　　　　　　家族みん蹴て交通安全を考莞よ5

交通事故でけがをしたり、命を落
　　としたりすることは、本人はもとよ
　　り、家族にとっても悲しいことです。

　　ところが、尊い人命を奪ってしまう
　交通事故が後を絶ちません。ここ数
　年をみても、毎年1万人以上の方が
　全国で亡くなっています。
　　交通事故をなくし、明るい社会や
　家庭を築くには、どうすればよいの
　でしょう。それは、わたしたち一人
　一人が正しい交通のマナーやルール
　の実践を習慣づけることです。その
　ためには、生活の基盤である家庭の
　役割が大きな意味をもってくるので
　す。

　　今年1年を交通事故に遭うことな
　く、安全に過ごせるよう、お父さん
　お母さんが中心となって家族全員で
　交通安全について話し合ってみては
　いかがでしょう。

⑨7．1．10

子どもの交通安全

　　　　　チエツクポイント
飛び出し、

　車の直前・直後の横断はダメ！
道路は正しく

　横断しましょう
幼児と一緒に出かけ

るときは、しっかり

と手をつないで

ドライバーの
チェックポイン

ト

スピードの
　出し過ぎは、命取り里　0
子どもやお年寄りなど、

　歩行者には思いやりをもちましょう

シートペルトは締めていますか

チャイルドシートの使用を

時問や気持ちにゆとりをもった運転を

犠

お年寄りの交通安全

　夕暮れどきや夜間の外出どきは要注意！

　明るい色の服装で

　　　反射材を身につけましょう
g、　　　　　自分を過信せず、
’
G ●　　　　　　能力に応じた運転を
呂識O（）　無理をせずに、

　　　　　　　余裕をもって

》
　　攻・0
　　　7《　自転車と二輪車の
　　¶多》いノ
　　　　　　　　安全走行

　　　　大型車の巻き込み事故には

　　　　注意しましょう
　　体にあった自転車に乗りましょう

　　反射板をつけましょう
　若者に多い、二輪車の暴走と死亡事故
二輪車はヘルメットを正しくかぶりましょう
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　農林水産省では、平成7年2月1日現在で、全国の農家などを対象に「1995年農業センサス」を
実施します。

　この調査は、全国の農家など農業を営むすべての事業体のほか、すべての農業サービス事業体を

対象とし、我が国の農業の実態を明らかにする最も基本的な統計調査であり、また大規模な調査で

あることから「農業に関する国勢調査」というべき大切な調査です。調査の結果は、国や地方公共

団体をはじめ各方面で農業施設の推進などの基礎資料として幅広く利用されます。調査員がお伺い

して、農業の経営状況などをお尋ねしますので、ご協力をお願いします。

　なお、調査した事項は、統計を作成するためだけに使われるもので、個人の課税などその他の目

的に使うことは法律で固く禁じられていますので、ありのままをお答えくださいますようお願いし

協力いただく指導員、調査員は下記の皆さんです。

1995年農業センサス調査員等名簿
　　　　　　　　　　　　　　　　（調査区順・敬称略）

調査担当地区 調査員氏名 調査担当地区 調査員氏名 調査担当地区 調査員氏名
千手地区　指導員　市川幸治

新町新田
水　品　正　幸 仙田地区　指導員　登坂正道

坪　　　　山 中　村　　　勉 丸　山　正　樹

中　仙　田

南　雲　　　博
鶴　　　　吉 田　村　真　一 下平新田 清　水　利　浩 小　林　康　弘
霜　　　　条 蔵　品　芳　久 三　　　　領 小　海　邦　男 小　林　勝　国

伊　　　　友
村　山　欣　一 小　根　岸 小　海　光　雄

室　　　　島

茂　野　喜　一一

村　山　ヒ　デ 橘地区　指導員　滋野定良 高　橋　彦　行

沖　　　　立
柄　沢　和　久 原　　　　田 根　津　新一郎 増　田　利　昭

星　名　善　彦 根　　　　深 丸　山　新　策 小　　　　脇 斉　木　定　夫

上　新　井 春　日　敏　夫 下　　　　原 丸　山　　　譲
高　　　　倉

斉　木　和　作

東　　　　山
北　村　公　男

野　口

1 五十嵐　勝　一 高　橋　良　一一

柳　　　和　雄 2 滋　野　寿　男
田　　　　戸

高　橋　盛　夫

水　　口　沢
平　野　市　郎 3 野　沢　正　夫 樋　口　虎　一

野　上　正　平 4 滋　野　　　勝
赤　　　　谷

高　橋　芳　春

中　屋　敷
ノ」￥　薯毎　昭　　一 5 滋　野　康　・一 長谷川　　　東
大　井　佐　市

仁　田，

1 山　田　敬　一
岩　　　　瀬

登　坂　英　雄
高　原　田 村　山　信　行 2 高　橋　高　芳 登　坂　一　夫

上野地区指導員　南雲隆三 3 中　川　庄　治 大　　　　倉 中　条　石　平

上　野
第　1 渡　辺　義　則 4 山　口　三　二

大　臼　倉
中　村　　　勉

第　2 上　村　晴　夫 塩　　　　辛 高　津　　　敏 桐　生　　　稔

第　3 中　島　勝　志 寺　ケ　崎 高　津　冨士男
小　自　倉

江　口　　　篤

元　　　　町
押　木　紀枝子

木　　　　落
羽　鳥　育　男 江　口　正　志

押　木　　　清 片　桐　秀　二 計　　　61人

　　　　◎集計方法
→　　　電子計算器により集計を行
　　　　　　います。

／ノ　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　ミ§　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　・凝
　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　■　　’
　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　ド　　　　ブ　　　　　　　　　　　し　　　ロペ　し　　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロサ　プ　コ　　ド　リハ
　　　　　　　　ヘ　　！一　　　　　　私墾響・毒瓢騒71…
　　　　　　　　　　つ・曇’＝1』緯”∫

，ブ鱒雲π；舘量目病獣舐癬議、受も’翰

7．1．10⑩

◎結養纒省及び都道府県で蝋
　　は、調査結果の概要を速報　　鰹
　　として、また、詳細につい　　賦
　　ては報告書として公表しま
　　す。

◆調査の流れ
◎農家調査
　　調査員が農家の皆様を訪間
　　　し、経営耕地面積、農産物
　　販売金額を聞き取り、調査
　　の対象となるかどうか確認
　　　した上で、農家に対して、
　　聞き取りにより調査を行い
　　ます。



千
手
村
の
学
校
間
題
⑦

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

　
千
手
は
川
西
の
都

　
古
来
、
千
手
は
物
質
の
集
積
地
で

商
店
が
軒
を
つ
ら
ね
、
生
活
文
化
の

　
　
　
　
　
　
い
ん
し
ん

向
上
も
早
く
て
股
賑
を
き
わ
め
た
。

昭
和
四
年
一
月
三
十
日
付
の
「
十
日

町
新
聞
」
は
、
学
校
間
題
で
ゆ
れ
る

　
「
川
西
の
み
や
こ
千
手
」
に
待
望
の

電
話
が
開
通
し
た
と
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。
○
内
は
電
話
番
号
。

　
①
酒
井
軍
平
②
丸
山
文
平
③

星
名
喜
八
　
④
千
手
村
役
場
⑤
越

中
屋
　
⑥
孫
六
家
具
店
　
⑦
魚
沼
水

電
散
宿
所
⑧
川
崎
療
院
⑨
千
手

小
学
校
⑩
十
日
町
銀
行
支
店
　
⑪

平
政
商
店
　
⑫
大
和
屋
旅
館
⑬
富

田
屋
商
店
⑭
紅
玉
屋
　
⑮
丸
山
章

治
⑯
渡
辺
大
六
商
店
⑰
つ
た
や

⑱
小
路
商
店
⑲
つ
る
や
　
⑳
三
島

屋
　
⑳
小
野
塚
富
治
⑳
登
美
屋

⑳
栄
亭
　
⑳
松
多
屋
　
⑳
春
旦
号

⑳
丸
イ
魚
店
⑳
松
見
屋
　
⑳
酢
屋

旅
館
⑳
平
野
喜
一
二
郎
⑳
小
島
屋

⑳
都
屋
兄
弟
商
会
　
⑫
海
老
屋

署
長
に
背
い
た
消
防
組

　
千
手
校
の
移
転
新
築
を
め
ぐ
る
紛

争
は
、
村
会
議
員
の
補
欠
選
挙
が
告

示
さ
れ
る
前
後
か
ら
に
わ
か
に
あ
わ

た
だ
し
く
な
り
、
当
選
し
た
く
な
い

候
補
者
が
千
手
の
選
挙
区
で
落
選
運

動
に
奔
走
す
る
奇
妙
な
選
挙
に
な
っ

て
い
た
。
移
転
に
反
対
し
て
昭
和
四

年
二
月
に
辞
職
し
た
議
員
の
地
元

　
（
大
字
水
口
沢
・
沖
立
・
上
新
井
）

で
は
消
防
組
員
六
十
五
名
が
佐
藤
十

日
町
警
察
署
長
に
辞
表
を
提
出
、
署

長
は
こ
れ
を
握
り
つ
ぶ
し
て
不
条
理

を
説
い
た
が
消
防
手
は
説
得
に
応
ぜ

ず
万
策
つ
き
た
署
長
は
こ
の
経
緯
を

県
警
察
部
に
上
申
し
て
指
示
を
仰
ぐ

事
態
に
な
っ
た
り
も
し
た
。

　
こ
う
し
た
騒
ぎ
の
中
で
問
題
は
こ

じ
れ
て
、
村
を
二
分
し
た
対
立
は
神

社
の
祭
礼
に
ま
で
崇
る
こ
と
に
な
っ

た
。
毎
年
五
月
一
日
と
二
日
に
行
わ

れ
る
春
季
例
祭
を
、
新
設
校
の
移
転

建
築
に
反
対
す
る
旧
千
手
五
か
村
の

大
字
は
、
騒
ぎ
に
中
立
的
で
無
関
心

の
中
屋
敷
集
落
を
の
け
も
の
に
し
て

四
月
の
二
十
六
・
二
十
七
日
に
大
々

的
な
祭
礼
を
挙
行
し
、
例
年
に
な
く

花
火
ま
で
打
ち
上
げ
て
こ
れ
見
よ
と

ば
か
り
に
気
勢
を
あ
げ
た
。

中
屋
敷
が
千
手
に
傾
く

村
当
局
は
補
欠
選
挙
を
五
月
二
十

三
日
ま
で
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
け
に
、
役
場
を
あ
げ
て
動
き

ま
わ
り
、
佐
藤
警
察
署
長
が
和
解
の

た
め
に
奔
走
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
旧
中
野
側
と
旧
千
手
五
か
大

字
か
ら
委
員
を
あ
げ
て
協
議
す
る
こ

と
に
な
り
、
連
日
夜
っ
ぴ
で
話
し
合

っ
た
が
思
う
よ
う
に
進
渉
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
何
と
か
解
決
し
な
け

れ
ば
と
水
面
下
で
も
実
力
者
の
談
合

が
く
り
か
え
さ
れ
、
五
月
八
日
に
役

場
で
正
式
な
調
停
委
員
会
が
開
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
旧
千
手
側
の

委
員
は
一
人
も
出
席
し
な
か
っ
た
。

そ
の
う
え
、
中
立
の
立
場
を
と
お
し

て
き
た
大
字
中
屋
敷
の
委
員
が
、
現

在
の
千
手
校
舎
を
移
転
し
な
い
ま
ま

増
築
す
る
と
い
う
妥
協
案
に
走
り
、

会
合
は
う
や
む
や
に
終
わ
っ
た
。

　
中
立
を
貫
い
て
き
た
中
屋
敷
が
味

方
に
な
っ
て
旧
千
手
の
側
は
勢
い
づ

い
た
が
、
好
意
的
で
あ
っ
た
中
屋
敷

が
背
信
的
な
行
動
に
走
っ
た
こ
と
で

旧
中
野
側
の
落
胆
と
怒
り
は
も
の
す

ご
く
、
双
方
の
感
情
的
な
対
立
は
い

っ
そ
う
深
く
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、

毎
日
が
険
悪
な
空
気
の
中
で
、
五
人

の
村
会
議
員
を
選
ぶ
補
欠
選
挙
が
五

月
十
四
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
前
代
未
聞
の
選
挙
運
動
が
展
開

さ
れ
、
注
目
の
投
票
日
を
む
か
え
た

　
　
　
　
　
　
　
す
こ
ぷ

が
有
権
者
の
出
足
は
頗
る
に
ぶ
か
っ

た
。

得
票
ゼ
ロ
の
候
補
者
も

補
欠
選
挙
は
即
日
開
票
で
、
投
票

日
の
夜
八
時
か
ら
役
場
で
開
票
が
行

わ
れ
た
が
、
得
票
ゼ
ロ
の
候
補
者
も

何
人
か
い
て
関
係
者
の
失
笑
を
か
っ

た
。
開
票
終
了
後
、
某
候
補
の
開
票

立
会
人
が
右
手
の
人
差
し
指
を
上
げ

て
事
務
所
に
入
っ
て
き
た
。
居
合
わ

せ
た
運
動
員
が
、
　
「
一
位
で
当
選
し

た
か
」
と
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
ら
、
一
票

入
っ
て
落
選
と
わ
か
っ
て
思
わ
ず
万

歳
し
た
候
補
者
も
い
た
（
高
橋
友
義

元
千
手
町
助
役
生
前
の
話
）
。

　
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

星
名
宙
ハ
士
・

渡
辺
　
新
⊥
ハ

古
同
橋
九
重
郎

南
雲
政
治

小
海
｛
疋
治

八
↓
ハ
票

一
二
八
票

一
一
西
ホ

一
〇
票
七
票

甫
相
条

鶴
士
・

友
重
水
口
沢

水
口
沢

　
当
選
者
の
辞
職
相
次
ぐ

　
補
欠
選
挙
は
終
わ
っ
た
が
、
当
選

を
喜
ば
な
い
議
員
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
人
で
あ
る
高
橋
九
重

郎
は
当
選
二
日
後
の
五
月
十
六
日
に

辞
職
し
た
。
次
点
は
高
橋
喜
三
郎
が

繰
上
げ
当
選
に
な
っ
て
ひ
と
ま
ず
受

諾
は
し
た
が
、
自
分
に
は
立
候
補
の

意
志
が
な
か
っ
た
か
ら
と
直
ち
に
辞

職
の
手
続
き
を
と
っ
て
二
十
六
日
に

辞
職
。
五
票
で
次
点
に
並
ん
で
い
た

喜
多
延
治
が
三
十
日
付
で
ま
た
も
繰

上
げ
当
選
と
い
う
事
態
に
な
り
、
こ

の
人
も
辞
意
を
表
明
し
た
が
、
役
場

三
役
ら
の
懇
請
で
不
本
意
な
が
ら
受

諾
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
こ

合
併
協
定
が
反
故
に

　
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
千
手
村
は
模
範

村
と
い
わ
れ
て
県
内
の
注
目
を
浴
び

て
い
た
が
、
学
校
間
題
が
も
つ
れ
た

こ
と
で
争
乱
の
村
に
変
わ
り
、
こ
と

あ
る
た
び
に
反
目
し
合
う
村
で
有
名

に
な
っ
た
。
校
舎
の
移
転
に
反
対
の

旧
千
手
は
、
議
員
定
数
を
反
故
に
す

れ
ば
覚
え
書
も
無
効
に
な
る
か
ら
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ホ
ヤ
り

補
欠
選
挙
の
候
補
者
を
地
元
か
ら
擁

り
つ立
し
な
い
策
を
と
っ
た
り
し
た
が
、

考
え
方
は
十
人
十
色
で
必
ず
し
も
一

枚
岩
の
選
挙
は
で
き
な
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
村
会
の
勢
力
分
野
は
中
野

側
の
議
員
が
上
位
当
選
し
て
七
人
と

な
り
、
千
手
側
の
議
員
は
五
人
に
減

っ
て
形
勢
は
逆
転
し
た
。
旧
千
手
側

の
も
く
ろ
み
ど
お
り
、
合
併
時
に
取

り
決
め
た
議
員
定
数
は
反
故
に
な
り
、

統
合
校
を
五
年
以
内
に
と
い
う
覚
え

書
も
無
意
味
な
紙
切
れ
に
な
っ
た
。

千
手
校
の
朝
礼
・
昭
和
初
期

　
　
　
　
　
　
（
千
手
小
学
校
蔵
）

⑪7．1．10



息
圃
圖
團

圃
函
回
亨

郷
土
の
人
物
伝
二
冊
を
紹
介

○
妻
有
郷
人
物
伝

　
　
　
　
　
週
報
と
お
か
ま
ち
社

　
妻
有
郷
に
生
き
地
域
の
発
展
、
振

興
に
捧
げ
た
先
駆
者
の
人
間
像
に
焦

点
を
当
て
た
人
物
伝
で
あ
る
。
川
西

町
で
は
、
僧
侶
の
愚
禅
和
尚
・
滝
谷

琢
宗
禅
師
。
岩
瀬
の
眼
医
者
と
登
坂

一
族
の
名
医
た
ち
。
上
野
の
御
意
見

番
富
井
直
作
翁
と
松
葉
沢
溜
池
の
建

設
。
野
口
の
大
原
開
拓
に
尽
し
た
人

々
（
以
下
略
）
等
々
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
特
に
郷
土
の
大
き
な
遺

産
と
し
て
恩
恵
を
与
え
て
い
る
開
発

の
歴
史
は
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
を
堀

り
お
こ
し
後
生
に
伝
え
た
執
筆
者
の

労
苦
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
書
は

「
週
報
と
お
か
ま
ち
」
に
連
載
さ
れ

た
集
大
成
版
で
あ
る
。

○
魚
沼
の
先
覚
者
i
歴
史
を
拓
い

た
人
び
と
ー
磯
部
定
治
　
恒
文
社

　
序
文
に
「
支
配
・
行
政
に
か
か
わ

っ
て
大
き
な
開
発
事
業
を
手
が
け
た

人
で
は
な
く
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
少

し
で
も
い
い
ほ
う
へ
向
け
て
や
ろ
う

と
努
力
し
た
、
善
意
の
人
た
ち
の
業

績
を
捨
い
あ
つ
め
て
み
た
已
と
あ
る
。

採
り
あ
げ
た
人
物
も
『
義
民
・
仁
右

衛
門
』
幕
藩
体
制
の
な
か
、
命
が
け

で
直
訴
し
て
村
を
救
っ
た
百
姓
。
子

女
や
民
衆
の
教
育
に
全
力
を
傾
注
し

た
『
異
色
の
教
育
者
・
中
村
仙
巖
尼
』
。

木
や
土
の
橋
し
か
な
か
っ
た
時
代
に

永
久
橋
の
架
橋
奉
仕
を
続
け
た
人

『
石
橋
架
け
の
孫
三
郎
』
。
ま
た
、
彫
刻

芸
術
一
筋
に
生
き
た
『
石
川
雲
蝶
』

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
嘱
託
員
①

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

小
わ
琶

　
　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

意＼
　（敬称略）

善

一般寄付

5万円小林正昭（木島）

桐生正實（下平新田）　3万円

新
ら
し
き
朝
の
窓
辺
や
福
寿
草

人
出
待
つ
大
注
連
縄
の
鳥
居
か
な

　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

そ
の
中
の
＝
子
の
に
じ
む
吉
書
か
な

雪
を
踏
む
こ
と
の
老
父
の
初
仕
事

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

餅
も
食
べ
酒
も
好
き
な
り
三
が
日

山
の
神
田
の
神
も
な
き
年
明
け
る

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

こ
ま
ご
ま
と
母
の
指
図
も
年
の
暮

身
重
な
る
嫁
い
た
わ
り
て
年
支
度

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

筆
初
心
に
曇
り
な
か
り
け
り

春
著
着
せ
終
う
母
の
手
の
仕
付
糸

　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

念
願
の
句
碑
建
立
の
明
の
春

日
に
幾
度
土
蔵
開
け
閉
て
年
用
意

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

南
天
の
重
な
る
雪
の
重
み
か
な

奉
納
の
大
注
連
縄
の
飾
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
　
石
平

旅
宿
の
柚
子
湯
に
今
宵
招
ば
れ
け
り

頑
な
に
寒
肥
せ
よ
と
言
ひ
出
で
ぬ

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

新
春
の
夢
の
弾
め
る
出
湯
掘
り

里
に
来
て
二
つ
に
分
か
れ
初
鴉

　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

金
婚
の
芽
出
た
き
年
を
迎
え
け
り

子
の
如
く
孫
と
凧
揚
げ
競
い
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

亥
の
春
と
ぺ
ー
ジ
に
記
す
初
日
誌

帰
省
の
娘
待
ち
て
調
う
年
の
膳

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

満
身
の
力
繕
り
込
み
注
連
を
な
う

蜂
群
れ
て
冬
日
の
中
の
花
八
ツ
手

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

轟
け
る
雷
凄
じ
き
師
走
空

ま
だ
暗
き
師
走
の
朝
の
新
聞
屋

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

髪
染
め
し
妻
よ
冬
至
の
南
瓜
煮
る

銀
杏
散
り
空
広
々
と
風
渡
る

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
ニ

チ
ラ
つ
き
し
雪
に
故
里
懐
し
む

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

く
じ
引
き
の
師
の
隣
席
や
年
忘
れ

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

南
瓜
煮
る
湯
気
の
こ
も
り
し
冬
至
か
な

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
貞
子

八
海
の
山
脈
み
凛
と
去
年
今
年

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

木
枯
し
に
何
か
忙
し
き
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

昧
噌
汁
の
柚
子
の
香
あ
り
し
朝
餉
か
な
⑫

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク
ー
0

寒
椿
一
輪
そ
え
て
歳
の
膳
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
来
不
出
来
こ
こ
に
も
あ
り
ぬ
鏡
餅
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

ク
リ
ス
マ
ス
一
番
街
の
豆
電
気

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

花
つ
け
て
お
り
し
山
茶
花
雪
の
中

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

つ
つ
が
な
ぐ
過
ぎ
て
鮭
吊
る
師
走
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

一
番
の
寒
さ
重
ね
し
梅
開
く

　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

初
電
話
一
番
先
に
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

日
々
待
ち
て
ニ
ッ
咲
き
け
り
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

高
砂
の
軸
に
掛
け
替
え
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

宅
配
に
歳
暮
返
し
の
餅
と
蕎
麦

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

突
く
羽
子
の
空
の
深
さ
に
舞
ひ
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
祷

孫
の
手
に
添
え
て
繰
り
凧
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

平成6年12月28日
届出分（敬称略）

清
三
雄
登
浩
則
美
樹
久
二
一
平
夫
一
彦
一
良
男
治
男
夫
晃
一
治

　
志
貞
尚
　
正
雅
正
義
由
俊
喜
幸
吉
三
英
　
久
伸
英
力
一
善
信

　
由
多
沢
崎
身
崎
落
藤
中
野
上
橋
雲
田
上
名
林
雲
海
藤
田
橋
橋
岸
村

喜
宮
相
尾
相
水
安
田
平
野
高
南
太
井
星
小
南
小
数
窪
高
高
山
田

町
謂
醗
町
鰭
兼
寺
町
町
町
町
町
敷
尾
島
妾
田
山
条
吉

島
野
所
所
力
　
田
日
郎
善
　
央
中
社
校
屋
　
　
　
　
原

　
　
電
電
道
　
野

中
山
発
発
鉄
栄
山
朝
四
東
上
中
田
神
学
中
寺
木
沖
伊
高
坪
霜
鶴

雄
生
清
平
ミ
雄

子
弥
　
昭
フ
久

与
　
　
　
　
喜

熊
橋
林
辺
橋
海

小
高
小
渡
高
小

野
僥
町
田
領
岸

　
員
　
新

　
教
　
丁
　
根

　
野
　
　
田

上
上
元
新
三
小

夫
男
郎
昭
夫
勇
徳
徳
二

文
士
一
正
正
　
　
一
和
憲

　
冨
家
津
巻
幡
沢
山
山
山
藤

山
高
藤
小
野
丸
丸
丸
須

落
崎
辛
田
口
歩
田
深
原

　
ケ
　
　
　
　
十

木
寺
塩
仁
野
四
原
根
下



年
金
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
指

導
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
指
導
会
に
お
い
で
の
際
に
は
、
次

の
も
の
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
①
年
金
の
源
泉
徴
収
票

　
②
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
方
は
、

　
　
そ
の
所
得
金
額
の
分
か
る
書
類

③
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
控
除

　
　
額
の
分
か
る
書
類

④
印
鑑

⑤
計
算
器
具
、
筆
記
具

⑥
預
金
の
口
座
番
号
の
分
か
る
書

　
　
類

開
催
日
二
月
十
日
（
金
）

開
始
時
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
一

　
　
　
　
　
時
二
十
分
（
時
間
厳
守
）

会
　
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
四
階

　
　
　
　
　
第
一
研
修
室

　
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
医

療
費
控
除
・
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
も
同
時
に
指
導
会

を
実
施
し
ま
す
。

平
成
七
年
度

農
業
標
準
賃
金

一
日
当
り

男
子
　
七
、
二
〇
〇
円

女
子
　
六
、
八
O
O
円

農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
の
農
業
標
準
賃
金
を
決

め
ま
し
た
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
標
準
賃
金
で

す
。
作
業
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
頼

む
人
、
頼
ま
れ
る
人
が
お
互
い
に
納

得
の
う
え
で
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

鱗
闘
鰯
翻
謝
曝
翻
幽
幽
一
闘
繊
　

★材料（5人分）

　大根…大1／2本　　葉ネギ……・・……・少量

　人参・……・・1本　　南蛮粉……………適量

　キュウリ…2本　　砂糖、酢、味の素…少量

　にんにく…1個

　しょうが…少々

★作り方

・大根、人参を10箔元の薄い短冊ぎりにする。

軽く塩をふり5分程度おき、水けをしぽる。

・キュウリ、葉ネギを1破蒜オのスライスに切

　る。

・上記をボールに入れ、小サジ1杯のすりお

　ろしたにんにくを入れる。

・しょうがをすりおろし、しぽり汁小サジ1

杯入れる。

・砂糖大サジ1杯、酢少々、南蛮粉を入れる。

　　　　　（11／8の韓国料理教室から紹介）

蝋

12・17上野保育園おたのしみ会12・H町民柔道大会庁舎内にけんしんのキャッシュ
コーナーオープン

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
q
D

　
　
脳
卒
中
の
現
状

　
ぽ

　
「
呆
け
や
、
寝
た
き
り
に
な
り
た
く

な
い
。
」
お
年
寄
り
の
方
か
ら
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
で
、
切
実
な
願
い
で
す
。

　
こ
の
呆
け
や
寝
た
き
り
の
原
因
と

な
る
病
気
は
「
脳
卒
中
」
が
第
一
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
六
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
脳

卒
中
の
予
防
・
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
・
仲
問
つ
く
り
等
に
つ
い

て
、
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
町
の
現
状
に
つ
い
て
お

伝
・
え
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
、
が
ん
・

心
臓
病
に
次
い
で
第
三
位
と
な
り
減

少
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
脳
卒

中
を
起
こ
す
方
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
年
間
の
発
症
者
は
六
八
人

で
、
表
2
の
よ
う
に
高
齢
者
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
働
き
盛
り
の
年

代
か
ら
の
発
症
も
あ
り
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
大
き
く
分
け
て
、
血
管

が
切
れ
て
お
こ
る
脳
出
血
と
、
血
管

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ヤ
り
オ
て
く

が
つ
ま
っ
て
お
こ
る
脳
梗
塞
、
そ
れ

と
ク
モ
膜
下
出
血
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
脳
梗
塞
が
六
九
・
一

響
、
脳
出
血
が
二
三
・
五
響
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
口
に
脳
卒
中
と
い
っ
て
も
、
後

遺
症
も
な
く
軽
い
も
の
か
ら
、
半
身

の
マ
ヒ
（
片
マ
ヒ
）
、
言
語
障
害
が
残

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

の
う
ち
の
約
三
割
が
脳
卒
中
に
よ
る
墨

も
の
で
す
．
脳
卒
中
が
寝
た
き
り
の
幽

霧
慈
騨
謬
煙
巌
雛

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
・
い
き
す
麗

ぎ
た
介
護
手
が
か
か
髪
い
か
ら
臥

蕪
戴
響
る
と
こ
砺

　
冬
季
は
寒
さ
の
た
め
、
脳
卒
中
を

の
事
に
関
心
を
示
さ
な
く
な
っ
た
り
、

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
っ
た
症

　
も
あ
り
ま
す
　

老
撰
籍
耀
護
謹

起
こ
し
や
す
い
季
節
で
す
。
暖
か
く

過
ご
す
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

脳卒中の発症数及び死亡数

叢｝
□

21

19

17

14

ll
12 12

）
　
【
0

人
2

脳卒中の年代別発症数割合
　　　　　　　（H3～H6年）
50才代　　　　　40才代
8．8％　　　　　3％（2人）
（6人）

5

O　　　　H3　H4　H5　H6（年

70才代
44．1％

（30人）

灘＼
　　80才代

＼
　　26．5％
　　（18人）

⑬7．1．10



　
と
そ
す
と
す
す
　
あ
ゆ
を
ピ
ゑ

　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
と
す
と
す
ち
ち
す
ぶ
ピ
す
ピ
　
ピ

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

薦幕昇幕暑畢
タ　 天　　と
多傷きよ舞集褻
貧貿聾あ千健信藤光謙
領本哲い春一子一枝一
吉人也福長二二
一一一を男男男
高上三祈護伊木
倉野領る　町　友　島

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
必
要
な
も
の

　
海
外
旅
行
を
す
る
た
め
に
必
要
な

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
に
は
、
次
の
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
町
の
戸
籍

窓
口
に
も
申
請
書
が
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
二
通

②
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄
本
一
通
（
六

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
市
か
ら

　
（
1
2
月
1
日
～
2
8
日
届
け
出
分
）

　
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

③
住
民
票
の
写
し
（
同
右
）

④
写
真
一
枚
（
縦
四
・
五
セ
ン
チ
×

　
横
三
．
五
セ
ン
チ
、
六
か
月
以
内
）

⑤
印
鑑
（
認
め
印
で
よ
い
）

⑥
未
使
用
の
官
製
は
が
き

⑦
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

　
表
紙
の
写
真

　
白
倉
し
め
縄
生
産
組
合
（
田
中

武
組
合
長
、
構
成
員
三
十
一
人
）
は
、

白
倉
に
十
四
人
、
赤
谷
に
・
十
人
、
岩

瀬
に
七
人
の
組
合
員
が
い
て
、
春
の

育
苗
か
ら
防
除
、
青
刈
稲
の
乾
燥
か

ら
製
品
の
出
荷
ま
で
協
同
で
行
っ
て

い
ま
す
。

作
っ
て
い
る
し
め
縄
は
、
鳥
居
じ

め
、
横
じ
め
、
玉
じ
め
（
製
品
名

論た煽蘇鍵鋳議
橋多纏薙摩灘
博孝　ご　908684838078777775

子行⊥、簸一解蔽蘇
　　一　　　　彰
長四円人光平二實良一人
欝連野1薦擁募露
ら　　　口町友倉瀬誓谷誓寺

『
翼
』
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
。
主
体
は
関

東
圏
で
す
が
、
北
陸
・
東
北
地
方
に

も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
販

売
額
は
約
一
五
〇
〇
万
円
、
今
年
は

一
八
○
○
万
円
が
目
標
と
の
こ
と
で

す
が
、
注
文
に
応
じ
き
れ
な
い
の
が

現
状
で
、
「
作
り
手
さ
え
い
れ
ば
も

っ
と
伸
び
る
」
と
組
合
長
（
写
真
中

央
）
は
新
し
い
仲
間
を
探
し
て
い
ま

す
。
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x
、
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艦擦詑

羅
．
』
槻
　
湿
・
ξ
ζ

硬，聖糧

繭

▲6年生小川千春さん

▲2年生上村祐太くん　▲1年生水品百合子さん

▼5年生仲嶋　圭くん　▼5年生上村織江さん

〈
上
野
小
学
校
丁

　▲3年生富井　嶺くん

　▲4年生高橋美恵子さん

上仲

（2月号は橘小学校です）
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